
感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 11 4 - - 6 1

定当 30～10 10 0.27 0.31 - - 0.67 0.11

累積 40 13 - - 1 26

定当 1.67 1.63 - - 0.20 5.20

累積 7 1 2 - - 4

定当 3～1 0.29 0.13 0.50 - - 0.80

累積 1 - - - - 1

定当 8～4 0.04 - - - - 0.20

累積 86 25 6 3 16 36

定当 20～12 3.58 3.13 1.50 1.50 3.20 7.20

累積 2 1 - - - 1

定当 2～1 1 0.08 0.13 - - - 0.20

累積 13 - 1 2 1 9

定当 5～2 0.54 - 0.25 1.00 0.20 1.80

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 0.04 - - - - 0.20

累積 9 2 2 - - 5

定当 0.38 0.25 0.50 - - 1.00

累積 191 84 19 7 22 59

定当 6～2 7.96 10.50 4.75 3.50 4.40 11.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 1 - … 1 -

定当 8～4 0.22 0.33 - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 357 147 58 23 58 71

定当 8.71 11.31 8.29 7.67 6.44 7.89

2023年27週(07月03日～07月09日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 8.71 ／定当 COVID-19 中北 11.31 ／定当
ヘルパンギーナ 7.96 ／定当 ヘルパンギーナ 甲府市 11.80 ／定当
感染性胃腸炎 3.58 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 7.20 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.67 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 5.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年07月13日作成2023年27週(07月03日～07月09日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　ヘルパンギーナの報告数は前週よりさらに多くなっており、中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内では引き続き警報レベル、それ以外
の保健所管内でも多い報告数となっています。
　RSウイルス感染症の報告数は多い状況で推移しています。特に甲府市保健所管内で顕著です。
　感染性胃腸炎の報告数は減少傾向で推移していますが、甲府市保健所管内ではやや多い報告数となっています。
　COVID-19の報告数は、前週（第26週）と比較して増加しています。
　全数報告において、県内初のエムポックス（４類感染症）患者報告がありました。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】ヘルパンギーナ（中北保健所管内、富士・東部保健所管内・甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 12 - - - 11 1

定当 30～10 10 0.29 - - - 1.22 0.11

累積 84 32 2 - 3 47

定当 3.50 4.00 0.50 - 0.60 9.40

累積 6 - 2 - - 4

定当 3～1 0.25 - 0.50 - - 0.80

累積 2 - - - 1 1

定当 8～4 0.08 - - - 0.20 0.20

累積 80 17 5 2 17 39

定当 20～12 3.33 2.13 1.25 1.00 3.40 7.80

累積 2 - - - 1 1

定当 2～1 1 0.08 - - - 0.20 0.20

累積 16 4 3 - 1 8

定当 5～2 0.67 0.50 0.75 - 0.20 1.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 5 1 - - - 4

定当 0.21 0.13 - - - 0.80

累積 166 76 7 4 23 56

定当 6～2 6.92 9.50 1.75 2.00 4.60 11.20

累積 1 - - 1 - -

定当 6～2 3 0.04 - - 0.50 - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 5 - - … 5 -

定当 8～4 0.56 - - … 2.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 432 187 74 24 70 77

定当 10.54 14.38 10.57 8.00 7.78 8.56

2023年28週(07月10日～07月16日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 10.54 ／定当 COVID-19 中北 14.38 ／定当
ヘルパンギーナ 6.92 ／定当 ヘルパンギーナ 甲府市 11.20 ／定当
ＲＳウイルス感染症 3.50 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 9.40 ／定当
感染性胃腸炎 3.33 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 7.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年07月20日作成2023年28週(07月10日～07月16日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　RSウイルス感染症の報告数は増加しており、特に中北保健所、甲府市保健所管内で顕著です。
　ヘルパンギーナの報告数は横ばいで推移しており、中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内で警報レベルが継続しています。
　COVID-19の報告数は、前週（第27週）と比較して増加しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、
口や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし感染
症ポータルサイト内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

【警報】ヘルパンギーナ（中北保健所管内、富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 31 1 1 - 25 4

定当 30～10 10 0.76 0.08 0.14 - 2.78 0.44

累積 98 21 3 - 2 72

定当 4.08 2.63 0.75 - 0.40 14.40

累積 3 1 - - - 2

定当 3～1 0.13 0.13 - - - 0.40

累積 3 - - - 1 2

定当 8～4 0.13 - - - 0.20 0.40

累積 70 29 1 1 11 28

定当 20～12 2.92 3.63 0.25 0.50 2.20 5.60

累積 2 2 - - - -

定当 2～1 1 0.08 0.25 - - - -

累積 8 1 1 - 5 1

定当 5～2 0.33 0.13 0.25 - 1.00 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 - 1 - 2 3

定当 0.25 - 0.25 - 0.40 0.60

累積 124 77 6 4 17 20

定当 6～2 5.17 9.63 1.50 2.00 3.40 4.00

累積 1 - - 1 - -

定当 6～2 3 0.04 - - 0.50 - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 2 - … - -

定当 8～4 0.22 0.67 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 578 305 69 26 80 98

定当 14.10 23.46 9.86 8.67 8.89 10.89

2023年29週(07月17日～07月23日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 14.10 ／定当 COVID-19 中北 23.46 ／定当
ヘルパンギーナ 5.17 ／定当 ヘルパンギーナ 中北 9.63 ／定当
ＲＳウイルス感染症 4.08 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 14.40 ／定当
感染性胃腸炎 2.92 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　ヘルパンギーナの報告数は依然として多く、中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内では警報レベルが継続しています。
　RSウイルス感染症の報告数は増加しており、特に、甲府市保健所管内で顕著です。
　COVID-19の報告数は、前週（第28週）と比較して増加しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しま
しょう。詳しくは、やまなし感染症ポータルサイト内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

【警報】ヘルパンギーナ（中北保健所管内、富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年07月27日作成2023年29週(07月17日～07月23日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 11 - 1 - 10 -

定当 30～10 10 0.27 - 0.14 - 1.11 -

累積 82 32 6 - 2 42

定当 3.42 4.00 1.50 - 0.40 8.40

累積 6 3 - - 1 2

定当 3～1 0.25 0.38 - - 0.20 0.40

累積 2 1 - - 1 -

定当 8～4 0.08 0.13 - - 0.20 -

累積 73 16 5 2 21 29

定当 20～12 3.04 2.00 1.25 1.00 4.20 5.80

累積 1 - - - 1 -

定当 2～1 1 0.04 - - - 0.20 -

累積 2 - - - - 2

定当 5～2 0.08 - - - - 0.40

累積 1 - 1 - - -

定当 2～1 0.04 - 0.25 - - -

累積 11 2 1 - 2 6

定当 0.46 0.25 0.25 - 0.40 1.20

累積 101 66 5 - 6 24

定当 6～2 4.21 8.25 1.25 - 1.20 4.80

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 3 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 2 - … 1 -

定当 8～4 0.33 0.67 - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 583 298 69 52 62 102

定当 14.22 22.92 9.86 17.33 6.89 11.33

2023年30週(07月24日～07月30日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 14.22 ／定当 COVID-19 中北 22.92 ／定当
ヘルパンギーナ 4.21 ／定当 ヘルパンギーナ 中北 8.25 ／定当
ＲＳウイルス感染症 3.42 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 8.40 ／定当
感染性胃腸炎 3.04 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年08月03日作成2023年30週(07月24日～07月30日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　ヘルパンギーナの報告数は減少傾向で、流行のピークは過ぎつつあるようですが、中北保健所及び甲府市保健所管内では警報レベルが継続しています。
　RSウイルス感染症の報告数は前週より減少していますが、中北保健所管内からの報告数は増加しています。
　COVID-19の報告数は、県全体で前週（第29週）とほぼ同数で推移していますが、峡南保健所管内からの報告数は前週比2倍に増加しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口や鼻をおさえる）
の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし感染症ポータルサイト
内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

【警報】ヘルパンギーナ（中北保健所管内、甲府市保健所管内）
【注意報】　なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 8 4 1 1 1 1

定当 30～10 10 0.20 0.31 0.14 0.33 0.11 0.11

累積 62 12 5 2 3 40

定当 2.58 1.50 1.25 1.00 0.60 8.00

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 7 1 - - 3 3

定当 8～4 0.29 0.13 - - 0.60 0.60

累積 79 28 4 2 20 25

定当 20～12 3.29 3.50 1.00 1.00 4.00 5.00

累積 1 - - - 1 -

定当 2～1 1 0.04 - - - 0.20 -

累積 8 5 1 - - 2

定当 5～2 0.33 0.63 0.25 - - 0.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 8 - - 1 2 5

定当 0.33 - - 0.50 0.40 1.00

累積 57 28 3 3 4 19

定当 6～2 2.38 3.50 0.75 1.50 0.80 3.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 1 - … 1 -

定当 8～4 0.22 0.33 - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 509 222 67 37 89 94

定当 12.41 17.08 9.57 12.33 9.89 10.44

2023年31週(07月31日～08月06日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 12.41 ／定当 COVID-19 中北 17.08 ／定当
感染性胃腸炎 3.29 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.00 ／定当
ＲＳウイルス感染症 2.58 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 8.00 ／定当
ヘルパンギーナ 2.38 ／定当 ヘルパンギーナ 甲府市 3.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　ヘルパンギーナの報告数は減少傾向ですが、中北保健所及び甲府市保健所管内では依然として警報レベルが継続しています。
　RSウイルス感染症の報告数は減少傾向ですが、甲府市保健所管内では他の保健所管内よりも多い状況です。
　COVID-19の報告数は、前週（第30週）よりも減少していますが、70歳台以上の高齢者の報告数が増加しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし感染症
ポータルサイト内の関連リンク（「FORTH」）を参考にしてください。

【警報】ヘルパンギーナ（中北保健所管内、甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年08月10日作成2023年31週(07月31日～08月06日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 9 5 3 - - 1

定当 30～10 10 0.22 0.38 0.43 - - 0.11

累積 30 5 7 - 2 16

定当 1.25 0.63 1.75 - 0.40 3.20

累積 3 - 1 - 2 -

定当 3～1 0.13 - 0.25 - 0.40 -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 65 15 2 3 20 25

定当 20～12 2.71 1.88 0.50 1.50 4.00 5.00

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 1 0.04 - - - - 0.20

累積 1 - - - - 1

定当 5～2 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 - - - 2 4

定当 0.25 - - - 0.40 0.80

累積 19 - 3 1 2 13

定当 6～2 0.79 - 0.75 0.50 0.40 2.60

累積 2 1 - - - 1

定当 6～2 3 0.08 0.13 - - - 0.20

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 - 1 … 1 -

定当 8～4 0.22 - 0.50 … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 498 138 83 37 130 110

定当 12.15 10.62 11.86 12.33 14.44 12.22

2023年32週(08月07日～08月13日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 12.15 ／定当 COVID-19 富士・東部 14.44 ／定当
感染性胃腸炎 2.71 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.00 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.25 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 3.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　ヘルパンギーナの報告数は減少傾向で推移していますが、甲府市保健所管内では依然として警報レベルが継続しています。
　RSウイルス感染症の報告数は減少傾向で推移していますが、平年よりもやや多い状況です。
　COVID-19の報告数は、前週（第31週）よりもやや減少していますが、峡東保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内では増加しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口や鼻
をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。帰国後に発熱や下痢など感染
症が疑われる症状が出た場合には、早めに医療機関を受診しましょう。詳しくは、やまなし感染症ポータルサイト内の関連リンク（厚生労働省検疫所
「FORTH」）を参考にしてください。

【警報】ヘルパンギーナ（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年08月17日作成2023年32週(08月07日～08月13日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 18 15 - - - 3

定当 30～10 10 0.44 1.15 - - - 0.33

累積 23 11 1 - - 11

定当 0.96 1.38 0.25 - - 2.20

累積 3 - 2 - 1 -

定当 3～1 0.13 - 0.50 - 0.20 -

累積 2 - - - 2 -

定当 8～4 0.08 - - - 0.40 -

累積 68 11 7 4 21 25

定当 20～12 2.83 1.38 1.75 2.00 4.20 5.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 6 2 - 1 - 3

定当 5～2 0.25 0.25 - 0.50 - 0.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 1 1 - - 4

定当 0.25 0.13 0.25 - - 0.80

累積 15 8 2 1 - 4

定当 6～2 0.63 1.00 0.50 0.50 - 0.80

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 3 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 1 - … 1 1

定当 8～4 0.33 0.33 - … 0.50 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 803 373 81 55 197 97

定当 19.59 28.69 11.57 18.33 21.89 10.78

2023年33週(08月14日～08月20日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 19.59 ／定当 COVID-19 中北 28.69 ／定当
感染性胃腸炎 2.83 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年08月24日作成2023年33週(08月14日～08月20日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　COVID-19の報告数は、前週（第32週）から約1.6倍と大きく増加しており、全年齢層での患者報告数が増加しています。特に中北保健所管内での増
加が顕著です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　海外渡航の帰国後に発熱や下痢など感染症が疑われる症状が出た場合には、早めに医療機関を受診しましょう。詳しくは、やまなし感染症ポータル
サイト内の関連リンク（厚生労働省検疫所「FORTH」）を参考にしてください。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 49 27 9 2 1 10

定当 30～10 10 1.20 2.08 1.29 0.67 0.11 1.11

累積 7 5 1 - - 1

定当 0.29 0.63 0.25 - - 0.20

累積 3 - - - 3 -

定当 3～1 0.13 - - - 0.60 -

累積 5 1 - - 2 2

定当 8～4 0.21 0.13 - - 0.40 0.40

累積 81 29 4 1 15 32

定当 20～12 3.38 3.63 1.00 0.50 3.00 6.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 9 1 1 2 - 5

定当 5～2 0.38 0.13 0.25 1.00 - 1.00

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 0.04 - - - - 0.20

累積 9 1 - - 3 5

定当 0.38 0.13 - - 0.60 1.00

累積 11 3 1 - 2 5

定当 6～2 0.46 0.38 0.25 - 0.40 1.00

累積 1 - - - 1 -

定当 6～2 3 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … 1 -

定当 8～4 0.11 - - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 978 466 141 58 179 134

定当 23.85 35.85 20.14 19.33 19.89 14.89

2023年34週(08月21日～08月27日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 23.85 ／定当 COVID-19 中北 35.85 ／定当
感染性胃腸炎 3.38 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 6.40 ／定当
インフルエンザ 1.20 ／定当 インフルエンザ 中北 2.08 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　COVID-19の報告数は、前週（第33週）に比べ増加しています。年齢別では全年齢層で増加傾向があり、特に10歳未満の報告数が増えています。地
域別では中北保健所管内で多い状況が続いています。
　インフルエンザは、平年よりも多い状況で中北保健所管内を中心に患者報告数が増加しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】 なし
【注意報】　なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年08月31日作成2023年34週(08月21日～08月27日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 111 59 30 5 7 10

定当 30～10 10 2.71 4.54 4.29 1.67 0.78 1.11

累積 11 2 2 - 1 6

定当 0.46 0.25 0.50 - 0.20 1.20

累積 5 1 - - 3 1

定当 3～1 0.21 0.13 - - 0.60 0.20

累積 5 1 - - 2 2

定当 8～4 0.21 0.13 - - 0.40 0.40

累積 73 15 9 3 12 34

定当 20～12 3.04 1.88 2.25 1.50 2.40 6.80

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 10 2 - - - 8

定当 5～2 0.42 0.25 - - - 1.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 8 2 - - 1 5

定当 0.33 0.25 - - 0.20 1.00

累積 2 1 - 1 - -

定当 6～2 0.08 0.13 - 0.50 - -

累積 3 2 - - 1 -

定当 6～2 3 0.13 0.25 - - 0.20 -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 2 - … - -

定当 8～4 0.22 0.67 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 985 429 115 46 208 187

定当 24.02 33.00 16.43 15.33 23.11 20.78

2023年35週(08月28日～09月03日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 24.02 ／定当 COVID-19 中北 33.00 ／定当
感染性胃腸炎 3.04 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 6.80 ／定当
インフルエンザ 2.71 ／定当 インフルエンザ 中北 4.54 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　COVID-19の患者報告数は985人と前週（第34週）より増加しています。地域別では富士・東部保健所、甲府市保健所管内で患者報告数が増えてお
り、年齢別では10歳未満の年齢層で増加しています。
　インフルエンザの患者報告数（定点当たりの報告数）は第34週の49人（1.20）から第35週の111人（2.71）に増加となり、平年より多い状況です。今後の
推移に注意が必要です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】　なし
【注意報】　なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年09月07日作成2023年35週(08月28日～09月03日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 87 21 23 4 31 8

定当 30～10 10 2.12 1.62 3.29 1.33 3.44 0.89

累積 10 5 - - - 5

定当 0.42 0.63 - - - 1.00

累積 5 2 1 1 1 -

定当 3～1 0.21 0.25 0.25 0.50 0.20 -

累積 4 - 1 - 2 1

定当 8～4 0.17 - 0.25 - 0.40 0.20

累積 93 22 5 2 14 50

定当 20～12 3.88 2.75 1.25 1.00 2.80 10.00

累積 2 1 - 1 - -

定当 2～1 1 0.08 0.13 - 0.50 - -

累積 9 6 - 1 - 2

定当 5～2 0.38 0.75 - 0.50 - 0.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 - - - - 4

定当 0.17 - - - - 0.80

累積 4 3 - - - 1

定当 6～2 0.17 0.38 - - - 0.20

累積 2 - - - 1 1

定当 6～2 3 0.08 - - - 0.20 0.20

累積 1 - - … 1 -

定当 1～0.1 0.11 - - … 0.50 -

累積 3 - 1 … 1 1

定当 8～4 0.33 - 0.50 … 0.50 0.50

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 830 357 105 41 195 132

定当 20.24 27.46 15.00 13.67 21.67 14.67

2023年36週(09月04日～09月10日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 20.24 ／定当 COVID-19 中北 27.46 ／定当
感染性胃腸炎 3.88 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 10.00 ／定当
インフルエンザ 2.12 ／定当 インフルエンザ 富士・東部 3.44 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年09月14日作成2023年36週(09月04日～09月10日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　COVID-19の患者報告数は830人と前週（第35週）より減少、また、地域全体で患者数が減少傾向にあります。地域別では中北保健所、富士・東部保
健所管内の患者数が多い状況です。
　インフルエンザの患者報告数は前週と比べて減少しておりますが、平年よりも多い状況です。地域別では中北保健所、峡東保健所管内で患者報告
数が減少した一方で、富士・東部保健所管内で増加しています。県全体の定点当たりの患者報告数が第34週から1.0を上回り流行期となっており、今
後の推移に注意が必要です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】　なし
【注意報】　なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 164 30 46 1 68 19

定当 30～10 10 4.00 2.31 6.57 0.33 7.56 2.11

累積 7 - 1 - - 6

定当 0.29 - 0.25 - - 1.20

累積 7 - 1 - 1 5

定当 3～1 0.29 - 0.25 - 0.20 1.00

累積 4 - - - 2 2

定当 8～4 0.17 - - - 0.40 0.40

累積 83 35 4 - 21 23

定当 20～12 3.46 4.38 1.00 - 4.20 4.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 12 5 1 - 3 3

定当 5～2 0.50 0.63 0.25 - 0.60 0.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 9 - 1 - 1 7

定当 0.38 - 0.25 - 0.20 1.40

累積 3 2 - - 1 -

定当 6～2 0.13 0.25 - - 0.20 -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 5 2 - … 3 -

定当 8～4 0.56 0.67 - … 1.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 793 401 126 19 111 136

定当 19.34 30.85 18.00 6.33 12.33 15.11

2023年37週(09月11日～09月17日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 19.34 ／定当 COVID-19 中北 30.85 ／定当
インフルエンザ 4.00 ／定当 インフルエンザ 富士・東部 7.56 ／定当
感染性胃腸炎 3.46 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年09月21日作成2023年37週(09月11日～09月17日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　COVID-19の患者報告数は前週（第36週）よりも減少していますが、中北保健所管内、峡東保健所管内では増加しており、年齢層別では10歳代で
増加しています。
　インフルエンザの患者報告数は増加傾向で推移しており、県全域の定当報告数は流行期の目安である基準値1.0を上回っています。地域別では
峡東保健所管内、富士・東部保健所管内で特に増加しており、今後の推移に注意が必要です。
　咽頭結膜熱はやや増加しており、甲府市保健所管内でやや多い報告数となっています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、
口や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】　なし
【注意報】　なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 168 47 44 7 42 28

定当 30～10 10 4.10 3.62 6.29 2.33 4.67 3.11

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 16 5 3 - - 8

定当 3～1 0.67 0.63 0.75 - - 1.60

累積 6 - - - 3 3

定当 8～4 0.25 - - - 0.60 0.60

累積 63 21 - - 8 34

定当 20～12 2.63 2.63 - - 1.60 6.80

累積 1 - 1 - - -

定当 2～1 1 0.04 - 0.25 - - -

累積 19 11 - - 8 -

定当 5～2 0.79 1.38 - - 1.60 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 8 - 2 - 1 5

定当 0.33 - 0.50 - 0.20 1.00

累積 7 1 1 - 3 2

定当 6～2 0.29 0.13 0.25 - 0.60 0.40

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 3 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 1 1 … 1 -

定当 8～4 0.33 0.33 0.50 … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 417 172 61 22 77 85

定当 10.17 13.23 8.71 7.33 8.56 9.44

2023年38週(09月18日～09月24日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 10.17 ／定当 COVID-19 中北 13.23 ／定当
インフルエンザ 4.10 ／定当 インフルエンザ 峡東 6.29 ／定当
感染性胃腸炎 2.63 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 6.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　COVID-19の患者報告数は前週（第37週）と比べ減少しています。
　インフルエンザの患者報告数は流行期の目安である基準値1.0を上回っており、特に峡東保健所管内で多くなっています。
　咽頭結膜熱の患者報告数は甲府市保健所管内でやや多くなっています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】　なし
【注意報】　なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年09月28日作成2023年38週(09月18日～09月24日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 259 102 29 1 56 71

定当 30～10 10 6.32 7.85 4.14 0.33 6.22 7.89

累積 2 - - - - 2

定当 0.08 - - - - 0.40

累積 20 3 4 - 1 12

定当 3～1 0.83 0.38 1.00 - 0.20 2.40

累積 10 2 1 - 5 2

定当 8～4 0.42 0.25 0.25 - 1.00 0.40

累積 120 50 2 - 22 46

定当 20～12 5.00 6.25 0.50 - 4.40 9.20

累積 2 - - - 2 -

定当 2～1 1 0.08 - - - 0.40 -

累積 18 15 - - 2 1

定当 5～2 0.75 1.88 - - 0.40 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 - - - - 4

定当 0.17 - - - - 0.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 9 7 - … 2 -

定当 8～4 1.00 2.33 - … 1.00 -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 374 164 46 15 84 65

定当 9.12 12.62 6.57 5.00 9.33 7.22

2023年39週(09月25日～10月01日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
COVID-19 9.12 ／定当 COVID-19 中北 12.62 ／定当
インフルエンザ 6.32 ／定当 インフルエンザ 甲府市 7.89 ／定当
感染性胃腸炎 5.00 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 9.20 ／定当
流行性角結膜炎 1.00 ／定当 流行性角結膜炎 中北 2.33 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　COVID-19の患者報告数は前週（38週）の417人から374人と減少しています。
　インフルエンザの患者報告数は増加しており、中北保健所、峡東保健所および甲府市保健所管内でやや多くなっています。
　咽頭結膜熱の患者報告数は峡東保健所および甲府市保健所管内で多くなっています。
　流行性角結膜炎の患者報告数は中北保健所管内でやや多くなっています。
　感染性胃腸炎の患者報告数は中北保健所および甲府市保健所管内でやや多くなっています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年10月05日作成2023年39週(09月25日～10月01日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 404 162 37 5 94 106

定当 30～10 10 9.85 12.46 5.29 1.67 10.44 11.78

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 15 3 2 - 1 9

定当 3～1 0.63 0.38 0.50 - 0.20 1.80

累積 5 2 - - 1 2

定当 8～4 0.21 0.25 - - 0.20 0.40

累積 80 29 1 - 15 35

定当 20～12 3.33 3.63 0.25 - 3.00 7.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 9 8 - - - 1

定当 5～2 0.38 1.00 - - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 3 - - - 3

定当 0.25 0.38 - - - 0.60

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 7 1 3 … 2 1

定当 8～4 0.78 0.33 1.50 … 1.00 0.50

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 269 129 45 12 42 41

定当 6.56 9.92 6.43 4.00 4.67 4.56

2023年40週(10月02日～10月08日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 9.85 ／定当 インフルエンザ 中北 12.46 ／定当
COVID-19 6.56 ／定当 COVID-19 中北 9.92 ／定当
感染性胃腸炎 3.33 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 7.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの患者報告数は、404人（定点当たり9.85）であり、前週よりもさらに増加しています。特に、中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保
健所管内は定点当たり10以上の注意報レベルです。
　COVID-19の患者報告数は全ての保健所管内で減少しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】インフルエンザ（中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年10月12日作成2023年40週(10月02日～10月08日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 460 176 37 12 125 110

定当 30～10 10 11.22 13.54 5.29 4.00 13.89 12.22

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 8 1 - - 1 6

定当 3～1 0.33 0.13 - - 0.20 1.20

累積 11 5 - - 1 5

定当 8～4 0.46 0.63 - - 0.20 1.00

累積 100 29 - 2 28 41

定当 20～12 4.17 3.63 - 1.00 5.60 8.20

累積 1 - - - 1 -

定当 2～1 1 0.04 - - - 0.20 -

累積 8 2 1 - 4 1

定当 5～2 0.33 0.25 0.25 - 0.80 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 7 - 1 - 3 3

定当 0.29 - 0.25 - 0.60 0.60

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 8 4 - … 3 1

定当 8～4 0.89 1.33 - … 1.50 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 207 100 28 13 42 24

定当 5.05 7.69 4.00 4.33 4.67 2.67

2023年41週(10月09日～10月15日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 11.22 ／定当 インフルエンザ 富士・東部 13.89 ／定当
COVID-19 5.05 ／定当 COVID-19 中北 7.69 ／定当
感染性胃腸炎 4.17 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 8.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年10月19日作成2023年41週(10月09日～10月15日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　インフルエンザの患者報告数は460人（定点当たり11.22）で前週（第40週）よりも増加しています。中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管
内では、注意報レベルが継続しています。
　COVID-19の患者報告数は207人（定点当たり5.05）で、第36週以降の患者報告数が減少しています。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警　報】なし
【注意報】インフルエンザ（中北保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 752 244 116 15 139 238

定当 30～10 10 18.34 18.77 16.57 5.00 15.44 26.44

累積 1 - - - 1 -

定当 0.04 - - - 0.20 -

累積 5 2 - - 1 2

定当 3～1 0.21 0.25 - - 0.20 0.40

累積 11 4 - - 3 4

定当 8～4 0.46 0.50 - - 0.60 0.80

累積 103 26 4 1 30 42

定当 20～12 4.29 3.25 1.00 0.50 6.00 8.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 19 7 2 - 9 1

定当 5～2 0.79 0.88 0.50 - 1.80 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 10 2 - - - 8

定当 0.42 0.25 - - - 1.60

累積 1 - - - 1 -

定当 6～2 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 1 1 … - -

定当 8～4 0.22 0.33 0.50 … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 190 118 26 6 17 23

定当 4.63 9.08 3.71 2.00 1.89 2.56

2023年42週(10月16日～10月22日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 18.34 ／定当 インフルエンザ 甲府市 26.44 ／定当
COVID-19 4.63 ／定当 COVID-19 中北 9.08 ／定当
感染性胃腸炎 4.29 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 8.40 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの患者報告数は752人（定点当たり18.34）と急増しており、峡東保健所管内で新たに注意報レベル、中北、富士・東部、甲府市保健所
管内では、注意報レベルが継続しています。特に甲府市、峡東、中北の各保健所管内での増加が顕著です。
　COVID-19の患者報告数は引き続き減少傾向です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年10月26日作成2023年42週(10月16日～10月22日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1212 483 197 16 199 317

定当 30～10 10 29.56 37.15 28.14 5.33 22.11 35.22

累積 1 - - - - 1

定当 0.04 - - - - 0.20

累積 13 - 1 - 4 8

定当 3～1 0.54 - 0.25 - 0.80 1.60

累積 15 3 - - 4 8

定当 8～4 0.63 0.38 - - 0.80 1.60

累積 104 24 8 1 32 39

定当 20～12 4.33 3.00 2.00 0.50 6.40 7.80

累積 3 2 - - 1 -

定当 2～1 1 0.13 0.25 - - 0.20 -

累積 14 3 - - 11 -

定当 5～2 0.58 0.38 - - 2.20 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 5 - - - 3 2

定当 0.21 - - - 0.60 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 4 - - … 3 1

定当 8～4 0.44 - - … 1.50 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 187 83 42 3 28 31

定当 4.56 6.38 6.00 1.00 3.11 3.44

2023年43週(10月23日～10月29日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 29.56 ／定当 インフルエンザ 中北 37.15 ／定当
COVID-19 4.56 ／定当 COVID-19 中北 6.38 ／定当
感染性胃腸炎 4.33 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 7.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの患者報告数は1,212人（定点当たり29.56）と前週（第42週）比約1.6倍に急増しており、中北、甲府市保健所管内では警報レベルとな
りました。峡東、富士・東部保健所管内では注意報レベルが継続しています。
　COVID-19の患者報告数は先週と比較して、横ばいの状況です。
感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口や
鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警 　報】インフルエンザ（中北保健所、甲府市保健所管内）
【注意報】インフルエンザ（峡東保健所、富士・東部保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年11月02日作成2023年43週(10月23日～10月29日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1625 776 261 14 252 322

定当 30～10 10 39.63 59.69 37.29 4.67 28.00 35.78

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 19 6 1 - 2 10

定当 3～1 0.79 0.75 0.25 - 0.40 2.00

累積 17 8 - - 5 4

定当 8～4 0.71 1.00 - - 1.00 0.80

累積 108 23 2 1 38 44

定当 20～12 4.50 2.88 0.50 0.50 7.60 8.80

累積 1 1 - - - -

定当 2～1 1 0.04 0.13 - - - -

累積 13 1 1 - 10 1

定当 5～2 0.54 0.13 0.25 - 2.00 0.20

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 0.04 - - - - 0.20

累積 7 - - - 2 5

定当 0.29 - - - 0.40 1.00

累積 1 - - - 1 -

定当 6～2 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 7 2 3 … 1 1

定当 8～4 0.78 0.67 1.50 … 0.50 0.50

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 196 115 32 8 20 21

定当 4.78 8.85 4.57 2.67 2.22 2.33

2023年44週(10月30日～11月05日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 39.63 ／定当 インフルエンザ 中北 59.69 ／定当
COVID-19 4.78 ／定当 COVID-19 中北 8.85 ／定当
感染性胃腸炎 4.50 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 8.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年11月09日作成2023年44週(10月30日～11月05日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　インフルエンザの患者報告数は1,625人（定点当たり39.63）で前週よりさらに患者報告数が増加しています。中北保健所管内では特に患者報告数が
多い状況です。前週、警報レベルとなっていた中北及び甲府市保健所管内に加え、新たに峡東保健所管内で警報レベルとなりました。今後、県内全
域でさらに感染が拡大する恐れがあります。
　COVID-19の患者報告数は先週と比較して、横ばいの状況です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警 　報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、甲府市保健所管内）
【注意報】インフルエンザ（富士・東部保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1221 510 192 13 261 245

定当 30～10 10 29.78 39.23 27.43 4.33 29.00 27.22

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 15 2 5 - - 8

定当 3～1 0.63 0.25 1.25 - - 1.60

累積 30 7 2 - 13 8

定当 8～4 1.25 0.88 0.50 - 2.60 1.60

累積 123 30 5 1 37 50

定当 20～12 5.13 3.75 1.25 0.50 7.40 10.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 16 6 1 - 9 -

定当 5～2 0.67 0.75 0.25 - 1.80 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 8 - 2 - - 6

定当 0.33 - 0.50 - - 1.20

累積 4 - - - 2 2

定当 6～2 0.17 - - - 0.40 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 11 3 1 … 5 2

定当 8～4 1.22 1.00 0.50 … 2.50 1.00

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 139 75 11 3 28 22

定当 3.39 5.77 1.57 1.00 3.11 2.44

2023年45週(11月06日～11月12日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 29.78 ／定当 インフルエンザ 中北 39.23 ／定当
感染性胃腸炎 5.13 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 10.00 ／定当
COVID-19 3.39 ／定当 COVID-19 中北 5.77 ／定当
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.25 ／定当 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎富士・東部 2.60 ／定当
流行性角結膜炎 1.22 ／定当 流行性角結膜炎 富士・東部 2.50 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの患者報告数は1,221人（定点当たり29.78）と前週より減少していますが、中北、峡東、甲府市保健所管内で警報レベルが、富士・東
部保健所管内で注意報レベルが継続しており、感染拡大に注意が必要です。
 　COVID-19の患者報告数は、直近1ヶ月では横ばい状況です。
 　これから寒くなると、感染性胃腸炎の患者報告数の増加が見込まれます。こまめな手洗いや食品の十分な加熱処理を心がけましょう。感染症を予
防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って口や鼻をおさえ
る）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警 　報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、甲府市保健所管内）
【注意報】インフルエンザ（富士・東部保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年11月16日作成2023年45週(11月06日～11月12日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1022 400 193 27 237 165

定当 30～10 10 24.93 30.77 27.57 9.00 26.33 18.33

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 24 3 4 - 3 14

定当 3～1 1.00 0.38 1.00 - 0.60 2.80

累積 21 12 1 - 5 3

定当 8～4 0.88 1.50 0.25 - 1.00 0.60

累積 141 36 15 1 44 45

定当 20～12 5.88 4.50 3.75 0.50 8.80 9.00

累積 6 5 - - 1 -

定当 2～1 1 0.25 0.63 - - 0.20 -

累積 13 8 - - 5 -

定当 5～2 0.54 1.00 - - 1.00 -

累積 1 1 - - - -

定当 2～1 0.04 0.13 - - - -

累積 4 - - - - 4

定当 0.17 - - - - 0.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 1 1 - - - -

定当 6～2 3 0.04 0.13 - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 7 1 2 … 3 1

定当 8～4 0.78 0.33 1.00 … 1.50 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 113 59 15 2 19 18

定当 2.76 4.54 2.14 0.67 2.11 2.00

2023年46週(11月13日～11月19日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 24.93 ／定当 インフルエンザ 中北 30.77 ／定当
感染性胃腸炎 5.88 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 9.00 ／定当
COVID-19 2.76 ／定当 COVID-19 中北 4.54 ／定当
咽頭結膜熱 1.00 ／定当 咽頭結膜熱 甲府市 2.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの患者報告数は1,022人（定点当たり24.93）と前週（第45週）より減少していますが、中北、峡東、甲府市保健所管内では警報レベル、
富士・東部保健所管内では注意報レベルが継続中で、引き続き感染拡大に注意が必要です。
　COVID-19の新たな患者報告数は減少している状況です。
　冬期には、ノロウイルスによる感染性胃腸炎の患者報告数の増加が見込まれます。こまめな手洗いや食品の十分な加熱処理を心がけましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って口や
鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警   報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、甲府市保健所管内）
【注意報】インフルエンザ（富士・東部保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年11月24日作成2023年46週(11月13日～11月19日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1229 620 142 15 300 152

定当 30～10 10 29.98 47.69 20.29 5.00 33.33 16.89

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 17 3 3 - 2 9

定当 3～1 0.71 0.38 0.75 - 0.40 1.80

累積 19 5 1 - 6 7

定当 8～4 0.79 0.63 0.25 - 1.20 1.40

累積 120 22 16 3 37 42

定当 20～12 5.00 2.75 4.00 1.50 7.40 8.40

累積 1 - - 1 - -

定当 2～1 1 0.04 - - 0.50 - -

累積 9 6 - - 1 2

定当 5～2 0.38 0.75 - - 0.20 0.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 7 - - - 2 5

定当 0.29 - - - 0.40 1.00

累積 2 1 - - - 1

定当 6～2 0.08 0.13 - - - 0.20

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 3 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 - 2 … 1 -

定当 8～4 0.33 - 1.00 … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 162 87 28 6 16 25

定当 3.95 6.69 4.00 2.00 1.78 2.78

2023年47週(11月20日～11月26日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 29.98 ／定当 インフルエンザ 中北 47.69 ／定当
感染性胃腸炎 5.00 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 8.40 ／定当
COVID-19 3.95 ／定当 COVID-19 中北 6.69 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの患者報告数は1,229人（定点当たり29.98）と前週より若干増加しています。特に中北、富士・東部保健所管内で患者数が多く、新た
に富士・東部が警報レベルとなりました。中北、峡東、甲府市保健所管内では、警報レベルが継続中です。12月にかけてさらなる感染拡大に注意が必
要です。
 　COVID-19の患者報告数は、横ばいで推移しています。
 　冬期には、ノロウイルスによる感染性胃腸炎の患者報告数の増加が見込まれます。こまめな手洗いや食品の十分な加熱処理を心がけましょう。
　 感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って口
や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年11月30日作成2023年47週(11月20日～11月26日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 890 437 71 20 213 149

定当 30～10 10 21.71 33.62 10.14 6.67 23.67 16.56

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 31 6 - 1 7 17

定当 3～1 1.29 0.75 - 0.50 1.40 3.40

累積 31 7 1 - 10 13

定当 8～4 1.29 0.88 0.25 - 2.00 2.60

累積 180 29 28 8 62 53

定当 20～12 7.50 3.63 7.00 4.00 12.40 10.60

累積 5 4 - - - 1

定当 2～1 1 0.21 0.50 - - - 0.20

累積 10 6 1 - - 3

定当 5～2 0.42 0.75 0.25 - - 0.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 7 2 1 - 2 2

定当 0.29 0.25 0.25 - 0.40 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 1 1 - - - -

定当 6～2 3 0.04 0.13 - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 - - … 2 -

定当 8～4 0.22 - - … 1.00 -

累積 1 - - - 1 -

定当 0.10 - - - 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 262 136 37 26 20 43

定当 6.39 10.46 5.29 8.67 2.22 4.78

2023年48週(11月27日～12月03日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 21.71 ／定当 インフルエンザ 中北 33.62 ／定当
感染性胃腸炎 7.50 ／定当 感染性胃腸炎 富士・東部 12.40 ／定当
COVID-19 6.39 ／定当 COVID-19 中北 10.46 ／定当
咽頭結膜熱 1.29 ／定当 咽頭結膜熱 甲府市 3.40 ／定当
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.29 ／定当 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 甲府市 2.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年12月07日作成2023年48週(11月27日～12月03日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　インフルエンザの患者報告数は890人（定点当たり21.71）と前週より減少しています。しかし、中北、峡東、富士・東部、甲府市保健所管内では警報レ
ベルが継続中です。
 　COVID-19の患者報告数は、前週比1.6倍に増加しており、今後の推移に注意が必要です。
 　感染性胃腸炎の患者報告数は増加しており、特に富士・東部、甲府市保健所管内で多い状況です。冬期には、ノロウイルスによる感染性胃腸炎の
患者報告数の増加が見込まれます。こまめな手洗いや食品の十分な加熱処理を心がけましょう。
   咽頭結膜熱の患者報告数はやや増加しており、甲府市保健所管内で警報レベルとなりました。患者との接触や飛沫などで感染し、発熱、咽頭炎、
結膜炎などを起こします。感染予防のため手洗いを心がけ、タオルの共用は避けましょう。

【警　 報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）
　　　　　　咽頭結膜熱（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1,090 532 141 47 214 156

定当 30～10 10 26.59 40.92 20.14 15.67 23.78 17.33

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 37 13 1 - 4 19

定当 3～1 1.54 1.63 0.25 - 0.80 3.80

累積 32 9 - - 10 13

定当 8～4 1.33 1.13 - - 2.00 2.60

累積 220 59 18 5 71 67

定当 20～12 9.17 7.38 4.50 2.50 14.20 13.40

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 1 0.04 - - - - 0.20

累積 18 9 4 - 2 3

定当 5～2 0.75 1.13 1.00 - 0.40 0.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 8 2 - - - 6

定当 0.33 0.25 - - - 1.20

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 0.04 - - - - 0.20

累積 1 - - - 1 -

定当 6～2 3 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 8 1 1 … 4 2

定当 8～4 0.89 0.33 0.50 … 2.00 1.00

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 318 155 54 9 45 55

定当 7.76 11.92 7.71 3.00 5.00 6.11

2023年49週(12月04日～12月10日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 26.59 ／定当 インフルエンザ 中北 40.92 ／定当
感染性胃腸炎 9.17 ／定当 感染性胃腸炎 富士・東部 14.20 ／定当
COVID-19 7.76 ／定当 COVID-19 中北 11.92 ／定当
咽頭結膜熱 1.54 ／定当 咽頭結膜熱 甲府市 3.80 ／定当
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.33 ／定当 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 甲府市 2.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年12月14日作成2023年49週(12月04日～12月10日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　インフルエンザの患者報告数は1,090人（定点当たり26.59）と前週よりやや増加しています。中北、峡東、富士・東部、甲府市保健所管内では警報レ
ベルが継続し、新たに峡南保健所管内で注意報レベルとなりました。
 　COVID-19の患者報告数は、3週連続で増加傾向です。感染予防のため、マスクの着用、手洗い、咳エチケットの徹底をお願いします。
 　感染性胃腸炎の患者報告数は増加しており、特に富士・東部、甲府市保健所管内で多い状況です。こまめな手洗いや食品の十分な加熱処理を心
がけましょう。
   咽頭結膜熱は甲府市保健所管内で警報レベルです。感染予防のため石けんによる手洗いを心がけ、タオルの共用は避けましょう。

【警　 報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所富士・東部保健所、甲府市保健所管内）
　　　　　　咽頭結膜熱（甲府市保健所管内）
【注意報】インフルエンザ（峡南保健所管内）

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1118 476 188 23 241 190

定当 30～10 10 27.27 36.62 26.86 7.67 26.78 21.11

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 54 18 1 - 1 34

定当 3～1 2.25 2.25 0.25 - 0.20 6.80

累積 28 11 2 - 6 9

定当 8～4 1.17 1.38 0.50 - 1.20 1.80

累積 203 47 4 7 96 49

定当 20～12 8.46 5.88 1.00 3.50 19.20 9.80

累積 1 1 - - - -

定当 2～1 1 0.04 0.13 - - - -

累積 15 4 4 1 1 5

定当 5～2 0.63 0.50 1.00 0.50 0.20 1.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 5 - - - 1 4

定当 0.21 - - - 0.20 0.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 1 - 1 - - -

定当 6～2 3 0.04 - 0.25 - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 8 1 1 … 4 2

定当 8～4 0.89 0.33 0.50 … 2.00 1.00

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 395 192 46 10 83 64

定当 9.63 14.77 6.57 3.33 9.22 7.11

2023年50週(12月11日～12月17日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 27.27 ／定当 インフルエンザ 中北 36.62 ／定当
COVID-19 9.63 ／定当 COVID-19 中北 14.77 ／定当
感染性胃腸炎 8.46 ／定当 感染性胃腸炎 富士・東部 19.20 ／定当
咽頭結膜熱 2.25 ／定当 咽頭結膜熱 甲府市 6.80 ／定当
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.17 ／定当 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 甲府市 1.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの患者報告数は、1,118人（定点当たり27.27）と増加しています。中北、峡東、富士・東部、甲府市保健所管内では、警報レベル継
続中です。
　COVID-19の患者報告数は県内において、ここ１ヶ月にわたり増加しています。
　咽頭結膜熱の患者報告数は、甲府市及び中北保健所管内において増加しています。
　感染性胃腸炎の患者報告数は横ばい状況ですが、富士・東部保健所管内で多い状況です。
  感染症を予防するため、マスクの着用、石けんによる手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側
などを使って、口や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。また、タオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警　 報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）
　　　　　　咽頭結膜熱（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2023年12月21日作成2023年50週(12月11日～12月17日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 861 337 167 16 213 128

定当 30～10 10 21.00 25.92 23.86 5.33 23.67 14.22

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 35 10 3 - 2 20

定当 3～1 1.46 1.25 0.75 - 0.40 4.00

累積 28 7 - - 6 15

定当 8～4 1.17 0.88 - - 1.20 3.00

累積 179 38 17 4 60 60

定当 20～12 7.46 4.75 4.25 2.00 12.00 12.00

累積 1 - - - 1 -

定当 2～1 1 0.04 - - - 0.20 -

累積 8 3 1 - - 4

定当 5～2 0.33 0.38 0.25 - - 0.80

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 1 - - - 3

定当 0.17 0.13 - - - 0.60

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 1 1 - - - -

定当 6～2 3 0.04 0.13 - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 6 - 2 … 3 1

定当 8～4 0.67 - 1.00 … 1.50 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 399 194 52 14 65 74

定当 9.73 14.92 7.43 4.67 7.22 8.22

2023年51週(12月18日～12月24日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 21.00 ／定当 インフルエンザ 中北 25.92 ／定当
COVID-19 9.73 ／定当 COVID-19 中北 14.92 ／定当
感染性胃腸炎 7.46 ／定当 感染性胃腸炎 富士・東部／甲府市 12.00 ／定当
咽頭結膜熱 1.46 ／定当 咽頭結膜熱 甲府市 4.00 ／定当
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.17 ／定当 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 甲府市 3.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん

2023年12月28日作成2023年51週(12月18日～12月24日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

　 インフルエンザの患者報告数は、861人（定点当たり21.00）と前週より減少していますが、中北、峡東、富士・東部、甲府市保健所管内では依然とし
て警報レベルが継続しています。
　 COVID-19の患者報告数は前週と同程度であり、横ばいで推移しています。
 　咽頭結膜熱の患者報告数は、甲府市保健所管内において多く、警報レベルが継続しています。
 　年末年始は外出や人に会う機会が多くなると思いますが、感染症を予防するため、マスクの着用、石けんによる手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみ
をする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口や鼻をおさえる）の徹底、タオルの共用や患者との濃厚接触を避けましょう。
また、発熱や下痢などの症状がある方は、外出を控えましょう。

【警 　報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）
　　　　　　咽頭結膜熱（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 755 306 121 19 167 142

定当 30～10 10 18.41 23.54 17.29 6.33 18.56 15.78

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 40 9 - - - 31

定当 3～1 1.67 1.13 - - - 6.20

累積 26 10 1 - 10 5

定当 8～4 1.08 1.25 0.25 - 2.00 1.00

累積 113 21 7 6 31 48

定当 20～12 4.71 2.63 1.75 3.00 6.20 9.60

累積 2 1 - - 1 -

定当 2～1 1 0.08 0.13 - - 0.20 -

累積 5 1 - - - 4

定当 5～2 0.21 0.13 - - - 0.80

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 - - - - 4

定当 0.17 - - - - 0.80

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 - - - … - -

定当 8～4 - - - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 388 178 49 11 72 78

定当 9.46 13.69 7.00 3.67 8.00 8.67

2023年52週(12月25日～12月31日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
インフルエンザ 18.41 ／定当 インフルエンザ 中北 23.54 ／定当
COVID-19 9.46 ／定当 COVID-19 中北 13.69 ／定当
感染性胃腸炎 4.71 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 9.60 ／定当
咽頭結膜熱 1.67 ／定当 咽頭結膜熱 甲府市 6.20 ／定当
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.08 ／定当 ／定当 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎富士・東部 2.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　 インフルエンザの患者報告数は、755人（定点当たり18.41）と減少傾向ですが、中北、峡東、富士・東部、甲府市保健所管内では依然として警報レベ
ルが継続しています。特に中北保健所管内で患者報告数が多い状況です。
　 COVID-19の患者報告数は、ほぼ横ばいで推移しています。
 　咽頭結膜熱の患者報告数は、甲府市保健所管内において多く、警報レベルが継続しています。
 　感染症を予防するため、マスクの着用、石けんによる手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側な
どを使って、口や鼻をおさえる）の徹底、タオルの共用や患者との濃厚接触を避けましょう。

【警 　報】インフルエンザ（中北保健所、峡東保健所、富士・東部保健所、甲府市保健所管内）
　　　　　　咽頭結膜熱（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

2024年01月11日作成2023年52週(12月25日～12月31日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

COVID-19

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

突発性発しん


